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【
解
題
】

書
誌
。
分
類
番
号
：
目
録
二
。
袋
綴
一
冊
。
縦
二
四
・
五
×
横
一
七
・
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
表
紙
共
紙
全
一
五
丁
（
墨
付
一
二
丁
）。
や
や
虫
損
が
多
い
。『
春
日
神

社
記
録
目
録
』（
同
社
務
所
、
一
九
二
九
年
）
一
四
二
頁
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

報
』
一
七
（
一
九
八
二
年
）
九
〇
頁
に
著
録
。
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
［6170.65-

4-1

］
あ
り
（
た
だ
し
、
虫
損
の
た
め
前
後
の
丁
が
し
ば
し
ば
写
る
）。

表
紙
に
「
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
九
月
に
造
る
」
と
あ
り
、
本
文
の
内
容
的
な

下
限
と
も
照
応
す
る
。
追
記
で
は
、
冊
子
最
末
で
あ
る
六
番
箱
末
尾
に
享
保
十
六
年

の
延
致
記
が
加
え
ら
れ
、
十
月
廿
七
日
卒
と
あ
り
、
追
記
内
容
の
も
っ
と
も
降
る
も

の
で
、
大
東
延
致
の
逝
去
を
機
に
加
筆
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
文
・
追
記
と

も
に
長
男
の
延
栄
の
筆
跡
と
み
ら
れ
る
。
目
録
中
に
は
「
大
東
家
旧
記
目
録　

二
冊

　

延
相
」（
一
番
箱
）
と
あ
っ
て
、
延
相
（
元
禄
十
五
年
：
一
七
〇
二
没
）
の
代
に

作
成
さ
れ
た
目
録
を
参
照
し
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
現
存
に
つ
い
て
未
確
認

で
、
今
そ
の
関
係
を
確
か
め
得
な
い
。

内
容
的
に
は
、
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
大
東
延
通
・
延
相
・
延
致
の
三
代
に
わ
た

る
日
記
・
記
録
を
中
核
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
延
通
と
延
種
の
間
に
長
寿
の
延
種

も
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
日
記
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
い
く
つ
か
中
世
に
遡
る
記
録
が

散
見
す
る
が
、
必
ず
し
も
大
東
家
の
記
録
で
は
な
く
、
他
家
か
ら
入
手
し
た
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
。
一
番
か
ら
六
番
ま
で
の
箱
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
お
お
ま
か
な
内

史
料
紹
介春

日
大
社
所
蔵
『
大
東
家
旧
記
目
録
』

藤　
　

原　
　

重　
　

雄

容
分
類
と
神
事
日
記
（
日
次
記
）
の
年
代
順
の
ま
と
ま
り
と
が
組
み
合
せ
に
な
っ
て

い
る
。
箱
ご
と
の
概
要
を
見
て
み
よ
う
。

一
番
箱
は
、
元
和
二
～
延
宝
七
年
の
延
通
・
延
相
・
延
致
の
春
日
祭
上
卿
参
向
記

を
中
心
と
し
、
元
禄
十
～
十
三
年
の
延
致
の
江
戸
日
記
も
あ
る
。

二
番
箱
は
、
中
世
の
神
事
日
記
若
干
と
御
八
講
記
な
ど
の
仏
事
記
録
、
承
応
二
～

延
宝
八
年
の
延
通
の
神
事
日
記
。
追
筆
で
享
保
十
一
～
十
四
年
の
延
致
記
。

三
番
箱
は
、
元
和
二
～
寛
永
九
年
の
延
通
記
、
慶
安
三
～
五
年
の
延
相
記
に
、
享

保
十
二
年
延
致
記
な
ど
若
干
の
追
記
が
あ
る
。

四
番
箱
は
、
牧
務
な
ど
の
経
済
関
係
の
記
録
で
、
文
亀
三
～
享
保
七
年
、
及
び
享

保
十
六
年
の
延
栄
の
牧
務
交
替
記
が
追
記
さ
れ
る
。

五
番
箱
は
、
慶
長
九
～
二
十
年
の
延
通
の
神
事
日
記
お
よ
び
、
慶
長
十
七
～
万
治

二
年
の
同
人
の
春
日
祭
記
、
延
相
の
春
日
祭
記
・
若
宮
祭
記
、
延
致
の
若
宮
祭
記
な

ど
が
あ
り
、
延
致
の
享
保
九
～
十
五
年
の
日
記
な
ど
が
追
記
さ
れ
る
。

六
番
箱
は
、
慶
長
～
元
禄
の
拝
賀
記
な
ど
に
、
元
禄
四
～
十
五
年
の
延
相
の
神
事

日
記
。
享
保
十
六
年
延
致
記
が
追
記
さ
れ
る
。

記
録
類
の
調
査
と
と
も
に
照
合
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
お
お
ま
か
な
傾
向
を
示

す
と
、
本
目
録
に
載
る
記
録
の
大
多
数
は
春
日
大
社
現
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
牧
務
な

ど
経
済
関
係
の
冊
子
を
収
め
た
四
番
箱
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
個
人
蔵
と
な
っ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
明
治
の
段
階
に
、
神
社
全
体
に
関
わ
る
記
録
の
大
部
分
は
、
大
東
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家
か
ら
春
日
大
社
へ
と
奉
納
さ
れ
、
家
政
関
係
の
四
番
箱
の
み
が
残
さ
れ
た
こ
と
に

な
ろ
う
。
春
日
大
社
蔵
・
個
人
蔵
と
も
に
見
い
だ
せ
な
い
も
の
は
、
既
に
失
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
、
春
日
大
社
現
蔵
の
大
東
家
歴
代
の
諸
記

録
に
は
、
本
目
録
に
見
え
な
い
も
の
も
若
干
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

以
降
の
大
東
家
の
記
録
も
多
数
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

追
筆
の
な
か
で
興
味
深
い
記
述
と
し
て
は
、
将
軍
吉
宗
へ
上
覧
に
入
れ
た
と
注
記

が
あ
る
も
の
（
五
番
箱
）
で
、
嘉
吉
二
年
祐
時
記
（
春
日
大
社
現
蔵
：
日
4
）、
大

永
八
年
祐
園
記
（
同
：
造
13
）、
徳
治
三
年
神
木
動
座
記
（
同
：
日
2
）
が
該
当
す

る
よ
う
で
あ
る
。
吉
宗
の
文
書
調
査
に
つ
い
て
は
今
後
に
委
ね
る
点
も
多
い
が
（
さ

し
あ
た
り
白
井
哲
哉
「『
五
畿
内
志
』
編
纂
の
歴
史
的
意
義
」〔『
日
本
近
世
地
誌
編

纂
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
〕
参
照
）、
春
日
社
周
辺
で
は
、
享
保
十

年
に
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
が
江
戸
へ
運
ば
れ
、
翌
十
一
年
に
も
若
宮
神
主
家
の
旧

記
が
上
覧
さ
れ
て
い
る
（
大
東
延
和
編
『
春
日
大
社
年
表
』
二
〇
〇
三
年
）。
享
保

二
年
正
月
四
日
に
興
福
寺
が
炎
上
し
、
再
興
運
動
が
活
発
に
な
る
中
で
古
物
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
目
録
の
作
成
の
契
機
も
こ
う
し
た
動
向
と
関
わ
り
が
あ
ろ

う
か
。
な
お
大
東
家
で
も
同
十
一
日
の
下
高
畠
町
の
火
災
で
類
焼
し
、
翌
二
月
に
は

東
大
寺
油
倉
か
ら
の
出
火
で
町
屋
多
数
が
罹
災
し
て
い
る
。

な
お
、
翻
刻
で
は
通
行
の
文
字
を
用
い
、『　

』
内
は
追
筆
で
あ
る
。
丁
の
表
裏

の
替
わ
る
箇
所
に
」
を
入
れ
た
。

【
附
記
】

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
度
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
特
定
共
同
研
究
課
題
（
中

世
史
料
領
域
）「
春
日
社
旧
社
家
「
大
東
家
史
料
」
の
調
査
・
撮
影
」
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
翻
刻
入
力
に
は
木
下
竜
馬
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
、
当
時
）、
原
本
校
正

に
は
末
柄
豊
の
助
力
を
得
て
、
藤
原
の
責
任
に
て
紹
介
し
た
。
調
査
に
は
松
村
和
歌

子
氏
（
春
日
大
社
宝
物
殿
、
本
所
共
同
研
究
員
）
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝

意
を
表
す
。

【
翻
刻
】

春
日
大
社
所
蔵
『
大
東
家
旧
記
目
録
』［
目-

二
］

「（
表
紙
）

　
　
　

享
保
九

甲辰
年
九
月
造
之

　

大
東
家
旧
記
目
禄

〔
録
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
東�

」

（
表
紙
オ
）

（
白
紙
）�

」

（
表
紙
ウ
）

　
　

一
番

一
神
道
書
物
品
々
有
、 　
　
　
　
　

御
神
楽
七
ヶ
夜
入
用
之
書
付　

同
舞
殿
著
座
之
写　
　
　
　

　

摂
政　

関
白　

長
者　

大
将　

次
第
之
写

　

御
八
講
次
第
之
記
折
本　
　
　
　
　

拝
賀
行
列
之
次
第　

以
上
五
通

　

神
鏡
相
論
之
節
中
社
小
社
其
外　
　

春
日
祭
絵
図　

壱
通�

延
相

　

之
御
鑰
請
取
手
形　

壱
通　
　
　
　

同
行
列　
　
　

壱
通�

延
通

　

春
日
祭
御
神
宝
ノ
記
并
雨
儀
之
記　
　

神
主
不
参
之
記

一
元
和
二
年

丙辰
十
一
月
吉
日�　

春
日
祭
上
卿
日
野
大
納
言
資
勝
御
参
向
記�

延
通

一
寛
永
元
年

甲子
十
一
月
吉
日�　

同　
　
　

�

同　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
参
向
記�

同　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
永
八
年
辛未

十
一
月
九
日
御
同
人
御
参
向
記
奥
ニ
ア
リ
、�

」
オ
）

1
（

一
寛
永
二
年

乙丑
三
月
日 　
　
　

同　
　

上
卿　

烏
丸
大
納
言
光
広
御
□

〔
参
〕向

記　

同�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
永
九
年
壬申

三
月
十
日　

□
　〔
御
カ
〕同

□
 〔
人
御
カ
〕

□
参
向
記
奥
ニ
ア
リ
、

一
寛
永
五
年

戊辰
三
月
日�　
　
　

同　
　

上
卿
日
野
中
納
言
□〔

光
〕慶

□〔
御
参
向
カ
〕

［　
　

］記　

同�

一
承
応
二
年

癸巳
二
月
日�　
　
　

同　
　

上
卿
日
野
中
納
言
弘
資
御
参
向
記�

延
相

一
延
宝
三
年

乙卯
十
一
月
日�　
　

同　
　

上
卿
烏
丸
中
納
言
光
雄
御
参
向
記�

同　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
時
御
宿
入
用
雑
々
記
別
ニ
有
之
、�

同　

一
同　

七
年

己未
十
一
月
日�　
　

同　

上
卿
日
野
中
納
言
資
茂
御
参
向
記�

　

同　

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） 春日大社所蔵『大東家旧記目録』（藤原）117

一
元
禄
二
年

己巳
十
二
月
四
日�　
　
　
　

大
岡
弥（

忠
高
）

右
衛
門
殿
任
官
次
第�

同　

一
明
暦
三
年

丁酉
四
月
日�　
　
　
　
　
　

当
職
拝
賀
入
用
之
記�

同
ウ
）

1
（

 

」

一
元
禄
十
二
年

己卯
二
月
日�　
　
　
　
　

江
戸
日
記�

延
致

一
同　

十
三
年

庚辰
二
月
廿
五
日�　
　
　

同　

日
記�

同　

一
同　

十
年

丁丑
五
月
日�　
　
　
　
　
　

同　

日
記�

同　

一
明
暦
二
年

丙申
八
月
日�　
　
　
　
　
　

大
東
家
旧
記
目
禄

〔
録
〕二

冊�

延
相

一
天
正
十
一
年

癸未
六
月
廿
四
日�　
　
　

峯（
九
条
道
家
）

殿
春
日
社
御
願
文�

祐
金

一
応
永
廿
五
年

〻
〻
〻
〻
〻
〻

戊〻戌〻
四
月
九
日

〻
〻
〻
〻

─
始
行

〻
〻�　

元
和
二
年

丙辰
二
月
日
春
日
祭
上
卿

一
同
廿
七
年

〻
〻
〻
〻
〻

庚〻子〻　

�

烏
丸
中
納
言
光
広
御
参
向
記�

延
通

　

寛
文
二
年

壬寅
二
月�　
　
　
　
　
　
　

同　

烏
丸
殿
御
参
向
記

一
寛
永
六
年

己巳
十
一
月
日�　
　
　
　
　

同
柳
原
中
納
言
業
光
御
参
向
記�

同　

一
明
暦
二
年

丙申
十
一
月
日�　
　
　
　
　

同
柳
原
中
納
言
資
行
御
参
向
記�

延
相
」

オ
）

2
（

　
　

二
番

一
嘉
吉
二
年

壬戌　
『
五
ノ
箱
ニ
入
』　

　
　
　

�

祐
時
卿
御
記

一
永
正
十
四
年

丁丑
正
月
以
来�　
　
　
　

当
番
神
供
方
下
行
記�
祐
次

一
明
応
八
年
未己
・

申庚
・

酉辛
三
ヶ
年　
　
　
　

�

社
頭
諸
日
記�
祐
園

一
大
永
三
年

辛未
正
月
以
来
日
記

一
永
正
十
五
年

戊寅
正
月
以
来�　
　
　
　

諸
神
供
調
進
下
行
事

一
永
正
十
一
年

甲戌
正
月
以
来
日
記

一
永
正
四
年

丁卯
正
月
以
来
日
記�

祐
次

一
応
永
廿
五
年

戊戌
四
月
九
日
始
行�

」
ウ
）

2
（

　

同　

廿
七
年

庚子　
　
　
　
　
　
　
　

 

御
八
講
始
行
日
記�

延
基

一
同　

卅
二

乙巳
五
月
日�　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

日
記�

同　

一
天
正
十
八
年

庚寅
十
月
十
九
日�　
　
　

同　
　
　
　

日
記

一
永
正
十
二
年

乙亥
三
月
十
六
日�　
　
　

同　
　
　
　

日
記

一
同　
　
　
　
　

四
月
九
日�　
　
　
　

同　
　
　
　

日
記

一
元
和
九
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

日
記�

延
通

一
天
正
十
二
年

甲申�　
　
　
　
　
　
　
　

清
祓
之　
　

日
記�

祐
金

一
寛
文
七
年

乙未
十
一
月
日�　
　
　
　
　

出
納
九
兵
衛
下
行
記

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
預
職
諸
□

〔
下
〕行

記
□
公
事

一
正
徳
五
年

乙未
九
月
十
六
日　

有
□〔

馬
□之

カ
〕湯

之
記�

延
致
」

オ
）

3
（

一
享
保
元
年

申
七
月
日　
　
　

将
軍
□〔

様
カ
〕御

代
替
関
東
下
向
記�

延
致

一
同　

八
年　
九
月
五
□

〔
日
〕　

　

河
州
寺
社
□
参
□〔

詣
カ
〕□

一
寛
文
十
年

庚戌
九
月
二
日　
　

藤
堂
和（

高
久
）

泉
守
殿
御
目
見
之
事

一　
　
　
　
　

四
月
晦
日　
　

大
樹
綱
吉
公
尊
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
昌
院
殿
ヨ
リ
御
弓
矢
御
奉
納
次
第

一
年
号
不
知
日
記
□
冊

一
寛
永
五
年

戊辰
九
月
日　
　
　

南
円
堂
旋
巡
之
記�

延
通

一
延
宝
二
年

甲寅
日
記　
　
　
　

同
五
年

丁巳
日
記�

延
相

一
同　

四
年

丙辰
日
記　
　
　
　

同
三
年

乙卯
日
記�

同　

一
同　

六
年

戊午
日
記　
　
　

二
冊
ア
リ
、�

同
ウ
）

3
（

 

」

一
同　

八
年

庚申
日
記�

同　

一
明
暦
四
年　
日
記�

同　

一
同　

三
年

丁酉
日
記�

同　

一
同　

二
年

丙申
日
記�

同　

一
承
応
二
年

癸巳
日
記�

同　

一
同　

三
年

甲午
日
記�

同　

一
年
号
不
知
古
例
之
記　

一
冊　
　
『
五
ノ
箱
ニ
入
、』

一
寛
文
三
年

癸卯
日
記　

一
同　

四
年

甲辰
日
□

〔
記
〕
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『
一
享
保
十
一
年

丙午
日
記�

延
致
」

ウ
）

3
（

一
同
十
三
年

戊申
日
記�

　

延
致

一
同
十
四
年

己酉
日
記�

同
』

（
二
行
分
余
白
ア
リ
）

　
　

三
番

一
永
禄
四
年

辛酉
正
月
以
来　
　

御
神
事
并
雑
記�

祐
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡
御
影
向
記
ト
有
、

一
享
保
五
年

庚子
三
月
吉
日　
　

大
柳
生
泉
村
鎮
主
御
遷
宮
記�

延
栄

一
元
和
二
年

丙辰
正
月
以
来　
　

日
記�

延
通
」

ウ
）

3
（

一
同　

三
年

丁巳
同　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

四
年

戊午
同　
　
　
　
　

日
記�

同　

　
　
　
　
　
　
　

同
五
年

己未

一
同　

六
年

庚申
同　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

七
年

辛酉
同　
　
　
　
　

日
記　

六
年
ノ
奥
ニ
ア
リ
、�

同　

一
同　

八
年

壬戌
同　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

九
年

癸亥
同　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

十
年

甲子
同　
　
　
　
　

日
記

二
月
晦
日
改
元

寛
永
元
年
、　　�
同　

一
寛
永
二
年

乙丑
正
月
以
来　
　

日
記�
同　

一
同　

三
年

丙寅
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
記�
同　

一
同　

四
年

丁卯
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
記�

同
オ
）

4
（

 

」

一
同　

五
年

戊辰
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

六
年

己巳
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

七
年

庚午
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
記　

�

同　

一
同　

八
年

辛未
同

十
二
月
十
九
日
下
遷
宮　

移
殿
ニ
テ
御
神
事
記
ア
リ
、　
　

��

日
記

十
月
晦
日
正
預
延
豊
死
去
、
延
通

正
預
転
任
、　　
　
　
　
　
　
　

�

同　

一
同　

九
年

壬申
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
記�

　

同　

一
同　

十
年

〻
〻

〻
〻

辛〻未〻
同〻

十
二
月
十
九
日
下
遷
宮　

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

移
殿
ニ
テ
御
神
事
記
ア
リ
、

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻　

　

��

日
記

〻
〻

十
月
晦
日

〻
〻
〻
〻

　
　
　

 

一
慶
安
三
年

庚寅
御
神
事
記　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
日
下
遷
宮�

延
相

一
同　

四
年

辛卯
同　

移
殿
記�

同　

一
同　

五
年

壬辰
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
十
一
日
正
遷
宮�

同　

『
一
寛
文
三
年

癸卯
六
月　
　
　
　
　
　
　
　

中
臣
社
司
補
任
着
名
記�

同
ウ
）

4
（

 

」

一
享
保
十
二
年

丁未　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
記�

延
致

一
中
臣
大
中
臣　

口
宣
案
写　

上
下
二
冊�

延
相
』

（
三
行
分
余
白
ア
リ
）　

　
　

四
番　

牧
務
ノ
記
、
其
外
出
納
并
膳
部
出
状
数
多

有
、
当
家
之
書
物
数
多
箱
有
之
、　　
　

一
文
亀
三
年

癸亥　

当
職
牧
務
事　
　
　
　
　

二
月
廿
九
日
改
元
永
正
元
云
々
、�

延
光

一
大
永
四
年

甲申　

南
御
牧
務
御
供
米
銭
下
行
之
事�

延
昌

一
天
文
十
五
年

丙午
南
御
牧
名
主
職
記�

□〔
延
能
〕□

」
（5オ）

一
同〻
大
永
三
年

癸未
同　

引
附�

□〔
延
有
〕□　

　

一
慶
長
二
年

丁酉　

同　

名
主
職
記�

延
通

一
同　

三
年

戊戌　

同　

当
職
之
記�

同　

一
同　

九
年

甲辰　

同�

　

同　

一
同　

十
二
年

丁未
同�

同　

一
同　

十
五
年

庚戌　

当
家
知
行
并
牧
務
職
記�

同　

一
元
和
四
年

戊午　
　

出
納
職
記�

同　

一
同　

六
年

庚申　
　

作
手
職
記�

同　

一
寛
永
五
年

戊辰　
　

南
郷
朔
月
分
出
納
職
記�

同　

一
同　

七
年

庚午　
　

夏
酒
記�

同
ウ
）

5
（

 

」

一
同　

九
年

壬申　
　

名
主
職
記�

延
種

一
同　

十
四
年

丁丑　

南
郷
一
日
十
一
日
分
出
納
職
記�

同　

一
同〻
承
応
三
年

甲午　

春
日
祭
土
器
坏
手
職
之
日
記�

同　
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一
明
暦
三
年

丁酉　
　

牧
務
職
并
職
人
運
上
物
記�

　

同　

一
寛
文
四
年

甲辰　
　

出
納
日
記

一
延
宝
六
年

戊午　
　

南
郷
牧
務
職
日
記�

延
相

一
元
禄
十
五
年

壬午　

同
記　

�

延
致

一
享
保
七
年

壬寅　
　

坏
手
号
所
屋
敷
記�

同　

『
一
同　

十
六
年

辛亥
南
郷
牧
務
代
替
之
記�

延
栄
』

（
一
行
分
余
白
ア
リ
）�

」
オ
）

6
（

（
白
紙
）�

」
ウ
）

6
（

　
　

五
番

『
一
嘉
吉
二
年

壬戌　

祐
時
卿
記　

将
軍
吉
宗
公
エ
差
上
御
上
覧
、』

一
大
永
八
年

戊子
年
始
於
移
殿
御
神
事

正
遷
宮
之
事　

御
八
講
之
事　
　

一
之
御
殿
千
木

『
将
軍
吉
宗
御
上
覧
、』

ノ
金
物
落
御
之
事�

祐
園

一
永
禄
八
年

乙丑
正
月
元
日
よ
り
八
ヶ
之
間
御
神
事
日
記

一
同　

十
一
年

戊辰
天
正
四
年

丙子
正
月
元
日
ヨ
リ
御
神
事
日
記　

右
一
冊
ニ
有
、

一
古
今
最
要
抄
第
六
之
抜
書

神
殿
燈
呂
懸
落
御
之
事　

権
官
社
務
代
事

朔
旦
冬
至
之
事　
　
　
　

着
到
之
事　
　
　
　

一
慶
長
九
年

甲辰
正
月
以
来　
　
　
　

御
神
事
記�

延
通

一
同　

十
年

乙巳
同　
　
　
　
　
　
　

同�
同　

一
同　

十
一
年

乙巳
丙
午　
　
　
　
　

同�
同　

一
同　

十
二
年

丁未
同　
　
　
　
　
　

同�
同

オ
）

7
（

 
」

一
同　

十
三
年

戊申
同　
　
　
　
　
　

同�

同　

一
同　

十
四
年

己酉
同　
　
　
　
　
　

同�

同　

一
同　

十
六
年

辛亥
同　
　
　
　
　
　

同�

同　

一
同　

十
九
年

甲寅
同　
　
　
　
　
　

同�

同　

一
同　

廿
年

乙卯
同　
　
　
　
　
　
　

同�

同　

一
同　

十
七
年

壬子
同　
　

春
日
祭　

同�

同　

一
同　

十
九
年

甲寅　
　
　

同
記　
　

寛
永
元

甲子
分
迄
ア
リ
、�

同　

一
万
治
二
年
二
月
四
日　
同
記　
　

紙
二
枚
ア
リ
、

一
同　

三
元
年
ヨ
リ年

迄　

延
宝
二
年
ヨ
リ
四
年
迄
同
記�

延
相

一
明
暦
三
年

春
冬　

　
　

�

同
記　
　
『
同
年
若
宮
祭
礼
ノ
記
一
冊
』

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

�

同
ウ
）

7
（

 

」

一
慶
安
三
年

〻
〻
〻
〻
〻

庚〻寅〻
ヨ
リ

〻
〻
同
四
年
目

〻
〻
〻
〻

ノ〻
有
之
、　

同
記　
『
若
宮
祭
礼
ノ
記
』

〻
〻

〻
〻

〻
〻
〻
〻
〻
〻

�

同　

一
明
暦
二
年

〻
〻
〻
〻
〻

丙〻申〻
マ
テ

〻
〻
七〻
ヶ〻
年
間
書
続
之
、　
『
同
右
』　

同
記　

右
二
口
一
冊
ナ
リ
、

〻
〻
〻
〻
〻

〻
〻

〻
〻

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

�

同　

一
春
日
祭
冬
季
式 

一
冊�

同　

一
享
保
六
年

辛丑　
　

同
上
役
勤
仕
之
記�

延
致
同〻

一
古
今
最
要
抄　
　

若
宮
祭
礼
記

一
元
禄
十
年

丁丑　
　

若
宮
神
主
兼
帯
記�

延
相

一
慶
安
三
年

庚寅
十
一
月
日
ヨ
リ　
　
　
若
宮
祭
礼
記

一
明
暦
二
年

丙申
十
一
月
迄
記
有
之
、　

同
記
移
殿
記
有
之
、
右
二
口
一
冊�

同　

一
同　

三
年

丁酉　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
記�

同　

一
延
宝
六
年

戊午　
　

若
宮
祭
礼
上
役
勤
仕
之
次
第
并
□
物
記�

同
オ
）

（
（

 

」

一
万
治
二
年

己亥　
　

延
知
上
役
勤
仕
奥
ニ
記
之
、　

右
二
□〔

口
□一

カ
〕冊�

同　

一
享
保
七
年

壬寅　
　

若
宮
祭
礼
上
役
勤
仕
記�

延
致

一
同　

八
年

癸卯
十
一
月
以
来　
　
　

日
記�

　

同　

一
同　

九
年

甲辰
三
月
日　
　
　
　
　

辰
市
家
諍
論
記

『
祐
寛
ニ
令
□
□
□
／
返
弁
』

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

〻
〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

�

同　

一
元
禄
三
年

庚午　
　
　
　
　
　
　
　

正
預
拝
賀
記�

延
相

一
中
臣　

大
中
臣　
　

口
宣
案
写　
　
　

上
下
二
冊
『
三
ノ
箱
ニ
入
、』�

同　

『
一
年
号
不
知
古
例
之
記　

一
冊

一
徳
治
三
年　
　
　
　

神
木
御
動
座
之
記　
　
　

将
軍
吉
宗
公
御
上
覧
、
但
巻
物
、

一
六
条
門
跡
御
社
参
之
記�

」
ウ
）

（
（

（
一
行
分
余
白
ア
リ
）

一
享
保
九
年

甲辰　
　

�
日
記�

延
致

一
同　

十
年

乙巳　
　

�
日
記�

同　
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一
同　

十
一
年

丁■未　

�

松（
山
内
豊
敷
）

平
民
部
大
輔
殿
大
坂
蔵
屋
敷
ニ
而
目
見
次
第　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
佐
ノ
国
主

�

同　

一
同　

十
五
年

庚戌　

�

日
記�

同
』　

（
六
行
分
余
白
ア
リ
）�

」
ウ
）

（
（

　
　

六
番

一
正
預
職
五
節
句
諸
下
行
之
記

一
慶
長
三
年

戊戌　
　

�
諸
職
転
任
次
第
并
拝
賀
之
事　

�

祐
範

一
寛
永
八
年

辛未　
　

�

同
記�

延
通

一
同　

八
年　
　
　

正
預
拝
賀
記�

同　

一
同　

八
年　
　
　

神
人
補
任
記�

同　

一
明
暦
三
年

丁酉　
　

�

諸
職
転
任
記�

延
相

一
同　

年　
　
　
　

当
職
拝
任
并
拝
賀
次
第
記�

同　

一
元
禄
三
年

庚午　
　

�

当
職
記�

同
オ
）

（
（

 

」

一
同　

五
年

壬申　
　

�

辰
市
郷
祭
礼
頭
役
之
記�

同　

一
同　

三
年　
　
　

神
人
補
任
之
記�

同　

一
同　

十
一
年

戊寅　

�

三
方
神
人
覚　

御
灯
籠
之
記�

同　

一
享
保
四
年

己亥　
　

�

当
職
新
預
頭
拝
任
之
記�

延
栄

一
元
禄
四
年

辛未　
　
　
　
　
　
　

日
記�
延
相

一
同　

五
年

壬申　
　
　
　
　
　
　

日
記�
同　

一
同　

六
年

癸酉　
　
　
　
　
　
　

日
記�
同　

一
同　

七
年

甲戌　
　
　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

八
年

乙亥　
　
　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

九
年

丙子　
　
　
　
　
　
　

日
記�

同
ウ
）

（
（

 

」

一
同　

十
年

丁丑　
　
　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

十
一
年

戊寅　
　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

十
二
年

己卯　
　
　
　
　
　

日
記
『
上
下
』�

同　

一
同　

十
三
年

庚辰　
　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

十
四
年

辛巳　
　
　
　
　
　

日
記�

同　

一
同　

十
五
年

壬午　
　
　
　
　
　

日
記�

同　

『
一
寛
文
三
年

癸卯
六
月　

中
臣
社
司
補
任
着
名
記　

『
三
ノ
箱
ニ
入
ル
、』�

同　

一
享
保
十
六
年

辛亥　

九
月
迄
之　

日
記

十
月
廿
七
日
卒
、�

延
致
』

（
二
行
分
余
白
ア
リ
）�

」
ウ
）

（
（

（
遊
紙
三
丁
ア
リ
）�

」

（
裏
表
紙
）
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